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It is said dhat

Abstract

DevelopIIlent of‖The Natllral Method‖in Sweden and its Relationship wlth‖FHvinig

exerclses, and were

Gy】mttsti∝ .However,

inclusive of women and

beglrlrung of the 20th.

As preceding researches point out the refom moveIIlents in 1919 and later,particdbrly Nordische

Gy… tikbewegung, had a great innuence on the subsequent advent of modern physical education

systerrls  such  as  Nattliches  Tllrnen  and  New  Physical  Edumtion.   This  Nordishche

GyIIInastikbewegung ongmates from 
‖
The Natural Met皿 ," generally caned 

‖
frivヨlig gymnastik,‖

developed after the death of P.H.Ling.
‖
¶隆 Natural Method‖ was developed by the movemenピ s leaders,principally VeGo Balck,and the

ooncept of‖frivilttg gyrrmastikl'was sttd to have been lntegrated lrlto the development of Nordishche

GyIMstikbewegmg. The present research was undetten to slndy what Nordishche

Gyrrmastikbewegung actualy was and how‖ 缶市nhg gymlastik‖ and‖The Natural Method‖ were related

to each othere

As the result of the research it was Жknowledged that‖ friviШg gyr― stik‖and‖Ъ e Natural

Method"have certam∞ mrnon elemen撻 .‖ FH宙 Шg gyHlastik‖ was an exercise perfomed by students

whenever they wished under the guidance of teachers,and its lnovements were teely exprcssed

without strict forrrls.This precisely vees with the‖
′
R℃ Natural Method‖ concept emphasizmg rlatlral

physical rrlovements without lnany n」es.

Moreover, as a practical prorrloter of‖friviШg gymnastik,‖ VoG.Balck himser was active in

introducing  Swedish  Gyrrmsti(I〕  to  foreign countries as the leader of an ehte  tearn  and  by

gi宙電 demotttradons.From this it is clear that a profoШ ld relationship e対sts be雨唆 n‖■le Natural

Method"and‖ frivユLg gyrrmastik‖ and that after the death of PoHo Ling"lhe Natural Method‖ (Inal」y

developed by VoG. Balck and his tearn), one Of the tts lnan trends of Swedish{GylrmasticL exerted

great inauence on the development of‖ Nordishche GyIImastikbewegunge!!

P` H. Ling's Swedish Gyrrma3tics were prilnrily ∞nventional, for祠 , physical

different fronl natural and sportive physi(Itt movements of today's Svた I五sh

a new foHrl of Gylnnastikbewegung,diferent from anything in the past and

children,gradually began to eIIlerge toward the end of the 19th∝ntl」らr and the

はじめに

P.H.リング (Per Herlrk Ling,1776-1839)の

スウェーデン体操は、今日みられるような自然的

でスポーティブな要素をもつ動きとは異なり、い

わゆる形式的で堅苦しい体操が主体であったとい

われている。しかし、特に20世紀初頭になると
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頼住一昭                   ●:

このような人為的 ・形式的な体操に対する改革運   Gabrid Branthg,1799-1881)で あつた
4)。

仁1ぶ。2

動は、子どもや女性への配慮とともに従来のそれ  スウェーデン体操の四つの柱である教育体操 憬 |

とは違った新しい活動内容を生み出していつた
1)。

  隊体操,医 療体操,芸 術体操の中の特に医看瑚鷹

このような新しい体操の転機を迎えるようになっ  に力点を置いていた。そのため彼が 1839生1-LI

たのは、19世紀末から20世紀初頭にかけて起っ  1862年 までの長期にわたって G.C.I。の校長|三二任|

た改革運動がその一つの起点と考えられる。また、   していたことが結果としてその他の分野に対 _で

これらの体操改革運動は、①生理的機能の向上を  力が注がれなかったということになり、そこ蛍[

めざしたグループ。②表現体操の名のもとに 「表   GoCoI.内 部の論議につながっていくことになを
l r

出」を主張したグループ。③リズム的な方向を指   このような中で、教育体操を発展させ体系化 二肇

向したグループ。④古典パレエの固定図式を打ち  めたのは PoH。リングの息子である 地.リニ
J

破り、モダン・ダンスの確立を目指したグループ。  (覇 ahr Fredrk Ling,1820~1886)で あつti

といった大きく四つのグループに分けることがで   しかし、Hj。リングの教育体操は、個々の運菫「

き
2)、

先行研究が指摘するように特に1919年以   生理学的な観点の厳密性を要求するものであリ

降、それらの体育改革を推進した一つである北欧   その保守性を高める結果を招いた。このような考

体育運動 (Nordi∝he Gylrmaslkbewegung)は、そ  え方は後に 「リング主義」 (The Lh」aniSm)こ

の後の自然体育や新体育運動といつた現代体育の  呼ばれることとなる。しかし、当然この考え方tl

登場に大きな影響を与えることとなる。この北欧  反対する意見もあらわれることになり、G.ニユア

体育運動の源流とは、P.H.リング以後の 「自然   レウス(Gustaf Nyblactls,1816-1902)やV.G.パノし

的方法」 (The Natural Method)であり、一般に  クらを中心として発展する 「自然的方法」が生ま

「フリーヴイリグ ・ジムナスティーク」cfr市m遺  れることとなる。この 「自然的方法」とは、体操

gymnastk)と 表現されるものであるといわれて  にあまり規定を加えるのではなく、動きの自然な

いる3)。
                     方法を強調するものであった

6)7).P.H.リング以

そこで本稿では、v.G.バルク (Viktor Gustaf  後、このような二つの潮流は、スウェーデン体育

B」ck,1844-1928)ら を中心として発展した 「自   ・スポーツ史研究の第一人者であるJ.リンドロ

然的方法」が 「フリーヴイリグ ・ジムナスティー  ーツ氏 (Jan Lhdroth)に より以下のように整理

ク」という考え方と一体となり北欧体育運動を導   されている。

ぃたといわれるが、その実態はどのようなもので    「リング主義」の考えの基礎をなすものとして

あったか、そして 「フリーヴィリグ ・ジムナステ   「部分的に重なり合っているが」と前置きされた

ィーク」と 「自然的方法」は、どのようなところ  上で ・個々の動きの明確な効果は分析され細かく

につながりを認めることができるのかを考察する  決定されなくてはならない。 ・あいまいな効果を

ことを本研究の目的とした。            もっている動き、あるいは明確に生理的目的を示

さないものは望ましくない。 0すべての身体教育

本論             は非常に器用に、そして調和に基づいたものでな

1.ス ウェーデンにおける 「自然的方法」につい  くてはならない。それは、からだの全ての部分が

て                      よく訓練されているということと同じである。 0

1田9年 にスウェーデン体操の創始者である  コントロールされていない、また、孤立 しあらか

P.H.リングが他界 し、 王立 中央体操研究所   じめ定めることのできない運動の訓練は生理学的

(KШghga GyF― SISka Centtalinstitutet.以下   な観点から無用である。 。楽しむことの要素は特

「G.CoI.」と略す)の 校長職を引き継いだのは彼   に重要ではない。等をあげている8)。

の教 え子でもある L.G.プランチング (Lars   ~方 、箇条書きにはされてはいないものの 「自
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然的方法」の要点を次のように示 している。

「システムや方法を念入りに仕上げたというより

は、態度というべきものであり、そして彼の考え

方の一部には多 くの体操を制限しないということ

がある。 G。ニユブ レウスの必須の要素は、いわ

ゆる動きの自然な方法、主に歩,走 ,跳 躍である。

また彼は、なによりもランエングを要素とした訓

練を好んだ。彼の基準の一つは古代ギリシャの五

種競技の形態である。」
9)こ

のように、 G.ニユ

プレウスはリング主義派の最も栄えた時の体操の

動きや器具そして考えには特に興味を示さず、歩,

走 ,跳 躍など自然な運動を基本的な要素とした

「徒手体操」の概念を構成 したのである。

こうしたことから、P.H。リング没後、 G.C.I。内

部は 「リング主義」と 「自然的方法」という二つ

の主張が誕生 し、この二つの論議は後に 巧.リン

グの後を継いで G.C.I。の教育体操部の主任になっ

た LoM.テルングレン(Lrs Mauritz ЪmgreL 1839

-191oと G.ニユプ レウスの後継者で軍隊体操

部の主任になった v.G.パルクの二人に引き継が

れていくことになる。しかし、これらの動きは考

えの衝突だけではなくスウェーデン体操内部の指

導者争いにまで発展することとなる
1°)。

以上のような経緯で登場 した、 G.ニユプレウ

スや V.G。パルクらを中心とし発展 した 「自然的

方法」は、人為的で厳格な形式を重んずる体操と

は異なり、自然的でスポーティプな形式を重んず

るものとして発展することとなる。その後、この

ような 「自然的方法」の考えは学校よりも地域の

活動の中でまず具体化 していくことになる
11)。

2。 「frivllig gym琵威ik」に■)いて

今日の市民スポーツの基盤になったと考えられ

る 「フ リー ヴィリグ ・ジムナステ ィーク」は

1860年代に登場 したといわれ、その原動力はメ

ンパーのポランタリーな力であり、その初期にお

いては技術的な高まりを求めていこうとするとこ

ろに大きな特徴があったといわれている
12)。

ま

た、これらの最初の動きは、中等学校における義

務的な “gymlastik"に 対 して、活力のあふれた

生徒たちが教師の指導の下に、自由な時間に行う

千葉体育学研究,19,1-6,1994

ようになったのがその始まりであろうと言われて

いる。自由な時間に楽 しさを求めた彼らの動きは、

跳馬を跳ぶにも姿勢を気にせずに、あるいは跳馬

の背に数人が伏せ、その上を跳び越すなど、それ

までの “gyrrmastk"で は考えられなかったよう

な、自由な発想によるものであった
13)。

この特

徴から時には健康のためという目標さえも放棄す

る場合があり、より高い技術の追求の過程では困

難や危険に対 しても挑んでいく姿勢、つまり技術

化を求め 「競技的」に、あるいは演技として出来

栄えを 「見てもらう」ことに重点を置 くような方

向性も持っていたということである
14)。

これら

の動 きにつ いて は、 19o7年 か ら 19o9年の 間

G.C.I。の校長を努め、またスウェーデンにおける

「近代スポーツの父」といわれた v.G.バ ルク

が 1888年に 著 し た 著 書  “ILLUS■じRAD

IDR01■3BOK Ⅲ"15)に もその一端を認めること

ができ、 「フリーヴィリグ ・ジムナスティーク」

と 「自然的方法」の考え方に共通するものを認め

ることができる。それゆえ、 「自然的方法」と

「フリーヴィリグ ・ジムナスティーク」を分けて

考えることは難 しい。

なお、 v.G。バルクと 「自然的方法」との関わ

りについては、すでに上述 した通 りである。

このような、余暇時間に自由な意志に基づいて

行われた体操は、結果的に 19世紀末から20世紀

初頭にかけての人為的な運動の考え方に対する反

省や、人間の動き自体の形成をめざす運動教育ヘ

の試みといったいわゆる改革運動につながり発展

していったととらえること力まできよう。また、こ

のスウェーデンにおける 「フリーヴィリグ ・ジム

ナスティーク」の “フリーヴィリグ"(frivi■g)

とは、 「自由意志の」、 「自発的な」という意味

であり、この運動は自由意志で種々の可能性を求

めて行う体操の総称として用いられている。主に

その活動 内容 は、 E.ヴ エスターグ レン (Erik

Westtrgren,1909-1967P)らによれば重要なもの

として次の四つをあげている
16)。

① MotiorlsgyIIMsuk

種々の運動欲求を満たすことをねらいとした
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頼住一昭

体操で、座 りがちな人や偏った作業姿勢を強いら

れているような人にバランスの良い身体刺激とレ

クリエーショナルな楽しみを提供するものであり、

これに属するものとしては家庭婦人のための体操

や現業の職場に適 した体操、または事務の職場に

適 した体操などをあげることができる (図 1)。

② Eht∝hl加ungsgymstk

技術的に優れた者ないしは、これを目指す者

たちのための体操をさし、競い合い評価されるこ

とによって技の可能性を追求するものである (図

2-1)。 また 饉vlingsgyllllrlastkとは、競い合い

評価されることによって技の可能性を追求するも

のである (図2-2)。

③ ungdonsgyr― stik

青少年のために配慮された体操で、楽 しみや

満足が得られるように特に工夫されたものである。

それによって彼らの健全な身心の発達を促そうと

している (図3)。

④ sped」gyrrmstk

一般にコンディショニング体操といわれてい

るものである。スウェーデ ン語 にお いては、

fotbollsgyrrlnastik, brotttungsgymtttik, skidgyIInastik

などのようにサッカー,レ ス リング,ス キーとい

った固有名詞 に “gylrmst■"を つけてこの種の

体操や運動 を表現 している (図4)。

NORDISK FAMILJE30KS SPORTLEXIKON(I).

FiiRLAGSAKttI[BOLA6Ett A_SOHLMAN & 00.(1949)

NORDISK FAMILJ[BOKS SPORttLEXIKON(1)_

NORDISK FAMIL」EBOKS「liRLA6S AKttI[BOLAG.(1939)

Hol mstrёm,A_

FRAN LING llLl_1_lNGIADEN,SOHLMANS FiiRLAG.(1949)

Hol mstrёm,A.,SVENSK 6YMNASttIK 1904-1929.

SVENSKA GYMNASttIKFiiRBUNDEIS PRESS 00H

L IttTERATURUttSKO「丁_(1930)_

図 2-1

図 2-2

「
‐
」

α

氏
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なお、図に例示 した体操は 1920年代後半から

40年代の ものであ り③の ‖ungdomsgylnnastk‖に

お いて は、 現在 の ところ この よ うな体 操 が
‖Ungdomsgylrlrlastik"であるといったはっきりと

したいわゆる 「絵」としての資料が見つかってお

らず、そのため ‖ungdomsgymlastk‖の場合、その

体 操 内 容 を 検 討 し こ の よ う な 動 き が

"Ungdomttlmハtik‖ではなかったかと考えられる

ものをここでは例示 した。

このように 「フリーヴィリグ ・ジムナスティー

ク」は、以上四つの領域にまとめられているが、

これらの四つの領域は発生当初から網羅されてい

たわけではなく、時代を経ることによって次第に

領域を拡大 してきたものである
17)。

また、この 「フリーヴィリグ ・ジムナスティー

ク」の時代的特徴については、同様にE.ヴエス

ターグレンが指摘するように、 1860-70年 代は

身体的能力の優れたエリー トを強調する②の El■

ochぬvL電sgyHInasukが主流であったといわれ
18)、

V.G.パルクが 1870年代から9o年代にかけてスウ

ェーデン体操の紹介のために各国で実演を行ない

「見せること」に重点が置かれた体操にその典型

を認めることができこのことを裏づけるものであ

ろう。また、このような背景の中、 1877年 に

V.G.パルクが初めて率いて遠征 を行ったス トッ

クホルムの体操組合のチームは、熟練 したエリー

ト体操集団による演技披露であった。このような

遠征がひいては、 1906年のオ リンピック中間大

会や 1912年の第 5回 オ リンピック ・ス トックホ

ルム大会での男女の集団体操演技に大きな影響を

及ぼ し、スウェーデン体操の世界的名声を高める

ことになったのである19)。
そして、この第 5回

オリンピック ・ス トックホルム大会でのデモンス

トレーションは、 「オース トリアの自然体育の創

始者」 と言われる K.ガ ウルホーファー (Karl

Gadhoたr,1885-1941)に強烈な印象を与えたと言

われている20)21)。
また、野々宮氏は 「E.ビヨ

ル クステン (ElL助 ёrkSteL1870-1947)が 女

子体操によって国際的な名声を高め、スウェーデ

ンにおける女子体操の幕開けとまでいわれるよう

千葉体育学研究,19,1-6,1994

NORDISK FAMILJEBOKS SPORttLEXIKON(I)_

NORDISK FAMILJE30KS FёRLAGS AKttIEBOLAG。(1938)_

な機会をこの 1912年のオ リンピックで得ること

となる」
22)23)と

述べ 「フリーヴィリグ ・ジムナ

スティーク」が改革運動に与えた影響の大きさに

ついて述べている。

なお、 v.G.バルクが体操チームを引きつれ遠

征 し実演を行った国々は、 01877年 プラッセル

・1880年ロン ドン,ブ リュッセル,コ ベンハー

ゲン 。1889年パ リ,ロ ン ドン 01894年 ヘルシン

キ ・19oo年パ リ,ベ ル リン 01909年 ペテルスプ

ルグ等であり、これらの遠征で彼らは 「フリーヴ

ィリグ ・ジムナスティーク」の実演を行いその普

及に努めたのであった
24)25)。

まとめ

「自然的方法」は現状においては、その全体像

をとらえることは難 しいが、 v.G.バルクの推進

した体操に手がかりを求めるならば、 「フリーヴ

ィリグ ・ジムナスティーク」と 「自然的方法」の

考え方には共通性を認めることができる。すなわ

ち、 「フリーヴィリグ ・ジムナスティーク」は生

徒達が教師の指導の下に自由な時間に行い、その

内容も厳格な形式にこだわらず自由な発想によっ

て行われたものであり、これはまさに体操にあま

り規定を加えることなく動きの自然な方法を強調

する 「自然的方法」の考え方と一致するものであ

る。さらに、 v.G。バルク自身がエ リー ト・チー
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ムを率いて国外で実演を行ないスウェーデン体操

の紹介に努めたように、彼が 「フリーヴィリグ ・

ジムナスティーク」の実践 0推進者であつたこと

からするならば、 「自然的方法」と、 「フリーヴ

ィリグ 0ジ ムナスティーク」の関係はさらに深か

ったことが理解でき、P.H.リング没後 G.ニユブ

レウスや v.G。バルクらを中心として発展 したス

ウェーデン体操の二つの流れの一つである 「自然

的方法」は、 「北欧体育運動」に大きな影響を与

えたと考えられよう。
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